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Ⅰ．はじめに
　保育指導案を作成するということは、保育者を目指す学生達にとって必須のことである。具体的に
は、保育・教育実習で研究保育を行う際に求められる。実習記録簿の記載とともに、書く能力が問わ
れるだけでなく、子どもの発達段階や状況を見極め、ねらいを設定し、内容を考えて教材を選び、子
ども達の活動を導く環境を構成し、一人一人の子どもに応じた配慮や言葉かけを想定する等々、保育
者としての十分な資質が養われているか否かも問われる。
　これまで、指導案作成の実際的な指導は、学内では保育園や幼稚園での保育経験を有する教員の授
業や附属幼稚園での幼稚園教育実習前指導が主であったが、指導不足ということは少なかった。学生
一人一人が実習先の指導を受けて、研究保育を計画・実施する過程で指導案を作成する能力を身に付
けていった。卒業生の言葉を借りれば、「誰かに書き方を教えて貰おうという気持ちはなかった」「と
にかく自分で賢明に考えたり資料を探したりして指導案を書いた」ということであった。ところが、
近頃は、研究保育の指導案作成を前にした学生が「習っていない」「書いたことがない」ので書き方
を教えてほしいと申し出るようで、大学でしっかり指導案の書き方を指導してから実習に送り出して
貰いたいとの指摘を実習先から受けるようになった。
　このような実習先からの指摘に対応していくには、表現の授業においても、学生自身の表現力を高
める内容や学生を子どもに見立てて指導例を示す内容だけで進めていたのでは不十分であろう。特に、
自分なりに指導案を書こうとせずに「習っていない」「書いたことがない」と主張する学生に対しては、
指導例に指導案モデルも添えるということを考慮する必要があるかもしれない。
　先ずは、「習っていない」「書いたことがない」といった主張に繋がっている学生の躓きである「子
どもの活動は組み立てられるが環境構成や指導の配慮・留意点を書くことが難しい」ということにつ
いて、指導案モデルを作成しながら理解していきたい。
　＊　宮崎至慶幼稚園教諭
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Ⅱ．研究の目的
　本研究の目的は、実習で研究保育に臨む学生や保育経験が浅い保育者に対して、容易に実践できる
表現遊びの保育指導案を提案していくことにある。　
　これまでも、授業で取り組んできた表現遊びの指導例を保育指導案に書き起こし、保育園や幼稚園
で実際に子ども達を指導するとともに、保育経験が豊富な保育者と協議して保育指導案を修正すると
いう作業を行ってきた。修正した保育指導案は、授業を通して学生に提案もしてきた。しかしながら、
子ども達との実践や保育者との協議を通して得られた保育の理解、保育指導案の書き方についての知
見は、きちんと整理して、授業や保育現場に十分に還元して来なかった。
　よって、本稿では、保育者養成課程の教員と幼稚園教諭が協議しながら、保育指導案を作成して実
際の指導に沿って修正する過程を記述することで、保育者が子どもの活動（遊び）を指導・援助する
際の環境構成を含めた配慮について理解を深めるとともに、表現遊びの実践しやすい保育指導案モデ
ルを提案することを企図している。
Ⅲ．指導案
　()　保育指導案「手つなぎ鬼」
　「手つなぎ鬼」は表現遊びの指導案ではないが、保育指導案について研究する切っ掛けとなった
指導案であるので、最初に掲げておきたい。この指導案は、保育園見学の際に参観した「手つなぎ鬼」
をもとに、授業の中で学生と実践しながら作成し、保育者の目線から修正を行ったものである。参
観した保育では、男性保育士が高い運動能力を生かして子ども達が手つなぎ鬼に没頭して楽しめる
ように関わりつつ、ルール遵守、危険防止、子ども同士のトラブルへの配慮（保育者のねらい）が
明確であった。しかし、それらを指導案に表現することはなかなか難しく、ここに掲げた指導案以
前にも書き直しを繰り返した。書き直しの原因は、「ねらい」を絞り込めなかったためである。本
時のねらいを、走り回って遊び込むこと、危険を察知して臨機応変に回避すること、新しいルール
をつくること、互いに協力して作戦を立てること等々から、何れに絞るかによって内容、環境構成、
配慮･留意点が異なってくるからである。
　　ここでは、指導案を協議・修正するに当たって、保育指導案全体の枠組みについて共通理解を持っ
　た。以下の通りである。
　　・子どもの姿は、子どもの姿と設定理由に分ける。
　　・子どもの姿は、基本的には前日のことを記述し、現在形で書いていく。
　　・子どもの姿は、設定理由、ねらい、内容へと繋がっていなければならない。
　　・ねらいは、基本的に子ども達に身に付けてほしいことで、抽象的な表現になる。
　　・内容は、ねらいを具体的に表したもので、保育者が活動の中で子ども達にもっとも関わってい
　　　きたいことである。また、時間配当に見合った内容でなければならない。
　　・ねらいと指導の配慮及び留意点（以下、配慮と略す。）は、整合性が必要である。ねらいを達
　　　成するためにもっとも中心となる子どもの活動についての配慮が、もっとも手厚く書かれてい
　　　なければならない。時間配当もそれに沿っていなければならない。
　　・環境構成は、図ではなく、できるだけ文章で書く。
　　・環境構成は、子どもも保育者もスムーズに活動ができるために、事前に整えておくべきことで
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　　　ある。子どもや保育者の配置、教材や教具の準備状況などを書くだけでは不十分である。
　　・危険防止については、危険回避能力を身に付けることがねらいであったとしても、環境構成と
　　　して、活動の最初にしっかり押さえておく。その上で、ねらいや実際の活動場面に応じた配慮
　　　を行っていく。
　()　保育指導案（略案）「表現遊び：動物になってみよう !!（ 歳児）」
　動物になりきって、姿形や動きを模倣していく教材である。動物は、動物園の動物、水族館の動物、
鳥、魚、昆虫など、人間以外の生物なら何でもよい。自分のイメージによって個性を発揮しながら
動物を表現することを楽しむ場合と、保育者の動きを真似ながらいっしょに表現して動物になり切
ることを楽しむ場合がある。これは、後者の指導案である。授業でも、保育園や幼稚園でも、うま
く指導できなかったということはなく、学生も、子ども達も、保育者も喜々として表現を楽しんで
くれる。
　運動会の親子表現として、十数年間、子ども達の希望に添って題材（動物）を変えながら工夫を
凝らしてきたので、ここで取り上げている動物の表現の他にも豊富なパターンがある。学生が実習
で「試みたい」「試みました」と言ってくれる教材である。
　対象とする子どもの発達段階によって、当然のことながら、指導案の内容は異なる。例えば、５
歳児（年長児）は、上手に表現したいという意欲があるので、表現にメリハリをつけて興味を引く。
４歳児（年中児）は、繰り返して表現することを楽しむが、単調な反復では集中力を削いでしまう
ので、テンポや大きさに変化をつけて表現を繰り返す。３歳児（年少児）は、次々表現を連続させ
ると興味や集中力が持続しにくいので、一つ一つの表現を区切って表現の違いを強調する。
　ここで、動物を一つ表現するごとに椅子に戻って座るというのは、表現を区切って、表現ごとに
興味を湧き立たせるとともに、子ども達の居場所を決めるという意図がある。子ども達は表現遊び
に興じて楽しくなるほど、保育者の周囲に密集して団子状態になることが多い。活動の始めに保育
者に近付き過ぎないように約束したり、言葉かけによって表現していく中で分散するように促した
りしても、低年齢ほど団子状態になりやすい。ところが、保育園の年少児クラスで「動物になって
みよう !!」を実践しようとして教室に入ったとき、担任保育士の配慮で、均等に間隔を取って置か
れた椅子に行儀よく座って待っていた子ども達が立ち上がって元気よく挨拶をして出迎えてくれ
た。子ども達が互いに表現をしていくのに邪魔にならない間隔で椅子が並べられていたこと、予定
していた表現が歩いたり走ったりして移動するよりその場で身体を十分使い切ることが主体であっ
たこと、椅子を片付ける時間が惜しかったことから、指導案のように表現ごとに椅子に戻るように
して進めたところ、団子状態が発生せず、動物になりきって表現することに集中できた。子ども達
も担任保育士も活動に満足して、子ども達の希望で年度末に行われた生活発表会の舞台で動物にな
る表現遊びを披露した。
　ここでは、指導案を協議・修正するに当たって、ねらい達成に関わる環境構成と配慮の違いにつ
いて共通理解を得た。以下の通りである。
　　・環境構成は、ねらい達成のための活動（内容）に子どもも保育者も集中できるように、事前に
　　　場所、教具、教材、言葉かけなどを準備しておくことである。事前にということは、活動を始
　　　める前に限らない。活動中であっても、子どもの次の活動に向けて準備していくこと、すなわ
　　　ち事前の配慮は環境構成である。よって、順次展開される活動の１秒前の配慮も環境構成とし
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　　　て、過去形で書く。
　　・環境構成が事前の配慮なら、配慮は事後の配慮である。環境構成に導かれて展開する子どもの
　　　活動（環境構成に対する子どもの反応）をみて、必要に応じて子どもに関わっていくことが配
　　　慮である。環境構成によって十分な活動ができている子どもに対しては認めたり、褒めたり、
　　　共感したりしていき、十分な活動ができていない子ども、分からない子ども、困っている子ど
　　　もに対しては言葉かけなどを工夫して一人一人に関わっていく。
　　・十分な活動をしている子どもとは、ここではなりきれている子どもである。認め、褒めていくが、
　　　あくまでも保育者は子どもの目線で、その子どもなりに動物になって楽しんでいたら共感して
　　　いく。
　　・環境構成によってスムーズに活動が展開されない場合の配慮は、環境の再構成でもある。
　　・ねらいを達成するためにもっとも中心となる子どもの活動、言い換えれば、子ども達にもっと
　　　も楽しんで貰いたい活動については、子ども達が遊びに没頭して満足できるように、環境構成
　　　と配慮の両方から、事前・事後の配慮が徹底した指導案を作成する。大事な活動については、
　　　環境構成も配慮も諄くなる。
　　・簡単なルール（ここでは先生の表現をみることやきちんと真似をすること）、表現のポイント
　　　として押さえたいところ（ここでは身体を精一杯使うことなど）は、活動が始まって動き出し
　　　てしまうと子ども達は保育者の話を耳に入れなくなるので、動き出す前にしっかり約束してお
　　　く必要がある。環境構成に書き込んでおく。
　()　保育指導案「音を聴き分けて身体で表現してみよう !!」
　参観や実践の繰り返しから作成していった ()() の指導案に対して、この指導案は、活動内容は
何度も保育園などで実践したことであるが、幼稚園での研究保育を念頭に作成・修正していったも
のである。()() での共通理解をもとに、以下の点に留意して指導案を作成し、修正を行った。
　　・予想される活動は、実際の保育を参観していなくても指導案をみるだけで活動の流れが理解で
　　　き、実践することができるように具体的な展開を書く。
　　・事前の配慮である環境構成と環境構成によって導かれる子どもの活動に対応していく配慮の違
　　　いを十分に意識して書く。
　　・ねらいを達成するために子ども達が主体的に活動していく指導案の中心となる場面（ここでは
　　　「身体で表現する」ところ）については、子ども達が十分に楽しめるように、環境構成と配慮
　　　を手厚く書いていく。
　　・子どもの姿から発想された指導案ではないが、これまでの実践を活かしながら、子どもの姿に
　　　則した指導案としていく。子どもの姿、設定理由は修正の段階で書き込んでいるが、作成の段
　　　階から、指導案立案・実践者と子ども達の担任教諭の間で協議を重ね、子ども達の経験や興味
　　　関心を踏まえて書き直しを繰り返した。
　　保育指導案「音を聴き分けて身体で表現してみよう !!」を研究保育として実践したところ、以下
　の点が課題であった。
　　・子ども達はたいへん楽しんで活動していたが、一人一人の活動を受け止めて対応するというこ
　　　とができていなかった。子ども達全体を褒めたり、認めたり、不十分な活動を引き上げるため
　　　に言葉かけをしたりすることはできたが、その子どもなりに楽しんでいることに共感したり、
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　　　保育者の説明を十分に理解できていないために中途半端な表現になっている子どもへ関わった
　　　りする余裕がなかった。個々の子どもへの対応を担任教諭のサポートに頼った場面があった。
　　　指導案に配慮として掲げていても、それに従って実践することがもっとも難しいところである。
　　・遊びはできるだけ総合的な活動であるべきと考えるので「音」と「身体」を重ねた表現活動に
　　　拘ったが、それぞれに絞った指導案も作成、実践して、比較検討してみるべきである。
　　・音からイメージを湧かせて身体で表現するところは、ピアノの音を聴きながら自ら動き出そう
　　　とする子どもの主体性を尊重して、言葉かけやいっしょに表現することは控えて子ども達を
　　　じっくり観るべきであった。そうすれば、子ども達一人一人の表現の自由度も増し、個々の活
　　　動を受け止めて関わる、配慮することにも繋がった。
Ⅳ．まとめ（今後の課題）
　保育者養成課程の教員と幼稚園教諭が協議しながら共通理解を持ち、保育指導案を作成して実際の
指導に沿って修正する過程を記述してきた。そこから、保育者が子どもの活動（遊び）を指導・援助
する際の環境構成を含めた配慮について理解を深めることができた。さらに、表現遊びの実践しやす
い保育指導案モデル「音を聴き分けて身体で表現してみよう !!」「表現遊び：動物になってみよう !!（
歳児）」を作り上げることもできた。
　今後は、以下を課題として、研究を継続していきたい。
　・保育園や幼稚園の保育者の協力を得て、指導案モデルを実践、改善していく。例えば、学生が保
　　育者となって子どもの前に立ったときに試みる意欲が湧き、やがて自分らしい工夫も加えられる
　　ような指導案とする。
　・ここまで理解を深めた環境構成を含めた配慮について、表現遊びを保育園や幼稚園で具体的に指
　　導することと併せて、授業の中で学生に指導していく。そのためには教材づくりが必要であるが、
　　指導案の書き方は多様なスタイルがあるので、配慮を理解して書けるようになることに的を絞っ
　　て進める。
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